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鑪　幹八郎先生の特集に一文を寄せるように
依頼された。いろいろなことが思い出されるが、
他の寄稿者の思い出と重らならないためには、
筆者が院生時代の研究会の様子を記すのが良い
と思い、以下の文章となった。
鑪先生は精神分析家として知られているが、

実は、初期の段階では、ロジャーズの非指示的
療法の先端を走っておられた。相棒として、西
園寺先生（西園寺公望の孫と言うことであっ
た。）がいつも付き添っておられた。2 人の関
係の詳しいことはわからないが、外から観て相
当年齢差があることから、西園寺先生が父親で、
鑪先生が息子のようであった。鑪先生は余り話
されず、西園寺先生が主役のようであった。学
部 3回生のころ、カウンセリング実習に、鑪先
生が非常勤でこられるときは、必ず西園寺先生
が付き添われていた。あたかも息子を心配する
親のように。授業は西園寺先生が自分のケース
のテープをだされ、学生はそれを聴いて、話し
合うものであった。タイプで打った逐語録がつ
いている。当時はパソコンでなく、日本語の文
字タイプであったから、その手間は計り知れな
いものであったろう。テープを 1時間聞き、そ
の後、皆が感想を言い合って授業が進められた。
もちろんここでも、西園寺先生が主役であった。
鑪先生はなにをしておられたのか。私たちの時
は何事もなくすんだ。しかし、聞くところによ
ると、この形態に、倉光氏のときに、問題にし
て、西園寺先生を追い出したと言うことである。
逐語録を観ながら、テープを聴く訓練は最近は

あまりみられないとおもうが、1度はこの訓練
をした方が良い様に思う。一字一句に敏感にな
れるからである。当時は応答練習といって、ク
ライエントがなにをかんじているか。なにをい
いたいかを考え、セラピストはその時どういう
かを単文に反応するやり方もあった。これも 1
度はやっておいたほうがよいかもしれない。た
しかに、全体のながれのなかで、セラピストは
クライエントの言葉に反応するので、単文では
それが解らないのであるが。
この訓練では実際のテープを聴いていたので

あるが、クライエントの許可を得て、テープに
録音していたのである。許可なく、テープにと
ることもあった。今では決してあってはならな
いし、考えられないことであろう。
鑪先生が非常勤でこられた夜には研究会を

もった。この時は鑪先生のテープを聴かせても
らった。西園寺先生も来られていたと思う。中
年の女性のケースであったと思う。実はセラピ
ストである鑪先生はクライエントの女性のいい
たいことをまったく聞いておられない。みんな
が異口同音に指摘するのだが、全くの盲点で
あった。研究会のあとは飲み会である。6～ 7
人の会なので、楽しかった。みな酒に強かった。
鑪先生は特に強かったと思う。この研究会で、
我々院生は初め、鑪先生と呼んでいた。しかし、
あるとき「先生はやめてほしい」と言いだされ
た。それ以後、鑪さんと呼ぶことになった。こ
れが文教で鑪先生と再会したとき、困ったこと
になった。つい、「鑪さん」と言ってしまう。
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学長であったからなおさらである。「いや、鑪
学長」と冷や汗をかいたことが多々あった。鑪
先生、安らかにおすごしください。


